
寒河江市障害者控除対象者認定書交付事務取扱要綱 

                            

（趣旨） 

第１条 この要綱は、所得税法施行令（昭和４０年政令第９６号）第１０条及び

地方税法施行令（昭和２５年政令第２４５号）第７条又は第７条の１５の７の規

定により、福祉事務所長が認定する障害者又は特別障害者（以下「障害者等」と

いう。）に対する障害者控除対象者認定書（以下「認定書」という。）の交付事

務の取扱いについて、必要な事項を定めるものとする。 

（対象者） 

第２条 障害者控除対象者の認定を受けることができる者（以下「対象者」とい

う。）は、６５歳以上であって、介護保険法（平成９年法律第１２３号）第２７

条に基づく要介護認定を受けている者又は同法第３２条の規定に基づく要支援

認定を受けている者で、次に掲げるものとする。 

(1)  所得税法（昭和４０年法律第３３号）第７９条第 1 項又は地方税法（昭和

２５年法律第２２６号）第３４条第１項第６号若しくは第３１４条の２第 1

項第６号の規定の適用を受けようとする者 

(2) 所得税法第７９条第２項又は地方税法第３４条第１項第６号若しくは第

３１４条の２第 1 項第６号の規定の適用を受けようとする者がこれらの規定

に規定する控除対象配偶者若しくは扶養親族又は当該控除対象配偶者若しく

は当該扶養親族であった者 

（申請） 

第３条 認定書の交付を受けようとする対象者は、障害者控除対象者認定申請書

（様式第 1 号）を福祉事務所長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、対象者が心身の障害等の理由により自ら前項の規

定による申請をすることができない場合は、対象者を現に扶養している親族（民



法（明治２９年法律第８９号）第７２５条に規定する親族をいう。）が対象者

に代わって同項の規定による申請をすることができる。 

（認定） 

第４条 福祉事務所長は、前条の申請に係る対象者が要介護４又は要介護５の認

定を受けている場合は、特別障害者に準じる者、要介護２又は要介護３の認定

を受けている場合は、障害者に準じる者とする。ただし、要介護２又は要介護

３の認定を受けている場合にあっては、主治医意見書（様式第２号）の記述内

容を審査し、別表に定める基準により特別障害者に準じる者であった場合は、

特別障害者に準じる者と認定する決定を行うものとする。 

２ 福祉事務所長は、前条の申請に係る対象者が要支援１、要支援２又は要介護

１の認定を受けている場合にあっては、主治医意見書の記述内容を審査し、別

表に定める基準により障害者控除対象者であった場合は、障害者控除対象者と

認定する決定を行うものとする。 

（認定基準日） 

第５条 障害者控除対象者認定の基準日は、前年の１２月３１日を基準日とし、

障害者控除対象者が年の中途において死亡した場合は、その死亡した日とする。 

（認定書の交付） 

第６条 福祉事務所長は、第４条により障害者控除対象者の認定を決定したとき

は、第３条の規定により申請した者（以下「申請者」という。）に対して、障

害者控除対象者認定書（様式第３号）を交付するものとし、障害者控除対象者

認定書交付台帳（様式第４号）に障害者控除対象者の認定を決定した者（以下

「認定者」という。）を記載するものとする。 

２ 福祉事務所長は、第４条に規定する審査の結果、対象者が障害者控除対象者

に該当しないと認めたときは、その理由を付して、障害者控除対象者非該当通

知書（様式第５号）により、申請者に通知するものとする。 



（有効期間） 

第７条 障害者控除対象者認定書の有効期間は、第４条に規定する認定の決定を

行った日から１年間とする。 

（障害事由の変更等の報告） 

第８条 申請者は、認定者の障害事由の変更又は消滅が生じた場合は、すみやか

に福祉事務所長へその旨を報告しなければならない。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、障害者等の認定に関して必要な事項は、

福祉事務所長が別に定める。 

  附 則 

この要綱は、平成２０年 1 月 1 日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２２年 1 月 1 日から施行し、平成２１年分から適用する。 

   附 則 

この要綱は、平成２７年６月 1 日から施行し、平成２７年分から適用する。 

 

   

 

 



別表 

 

障害高齢者並びに認知症高齢者の日常生活自立度による基準 

 

 
認知症高齢者の日常生活自立度（認知症度） 
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                 障害者に準じる 

                 特別障害者に準じる 

                    

 

 

 



様式第１号 

平成  年  月  日 

 

 

寒河江市福祉事務所長 殿 

 

 住 所                

申請者 氏 名              ㊞ 

電 話     －          

 

 

障害者控除対象者認定書交付申請書 

 

所得税法施行令（昭和 40 年政令第 96 号）第 10 条及び地方税法施行令（昭和 25 年

政令第 245 号）第 7 条又は第 7 条の 15 の 7 に定める障害者（特別障害者）として認定

を受けたいので、下記により申請いたします。 

 

記 

認 定 年 次 平成  年分 

 

対 

象 

者 

住     所 
 

性 別 男 ・ 女 

ふ り が な 

氏     名 

 生 年 

月 日 

明治・大正・昭和 

 年  月  日 

介 護 保 険 

被保険者番号 

          

 

※福祉事務所記入欄 

障害理由 

障害者   
(1)知的障害者（軽度・中度）

に準ず。 

(2)身体障害者（3 級～6 級）に

準ず。 

特別障害者 

(1)知的障害者（重度）に準ず。 (2)身体障害者（1 級、2 級）に

準ず。 

(3)ねたきり老人 
 

備  考 

 

 







様式第 3 号  

障 害 者 控 除 対 象 者 認 定 書 

 

 

高  第      号  

平成  年  月  日  

申請者  

 

様  

 

 

寒河江市福祉事務所長  

 

 

下記の者を、平成  年 12 月 31 日現在において、所得税法施行令（昭和 40 年政  

 

令第 96 号）第 10 条及び地方税法施行令（昭和 25 年政令第 245 号）第 7 条又は第 7 

             障 害 者  

条の 15 の 7 に定める            として認定する。  

特別障害者  

         

 

申 請 者  住所   氏  名   

対 象 者  

住所   性  別  男 ・ 女  

氏名   生年月日  
明治・大正・昭和  

年    月    日  

 

障  

 

 

害  

 

 

理  

 

 

由  

障害者  
（１） 知的障害者（軽度・中度）  

に準ず。  

（２）身体障害者（３級～６級）  

に準ず。  

特 別  

障害者  

（１）知的障害者（重度）に準ず。 

 

（２） 身体障害者（１、２級）  

に準ず。  

（３）ねたきり老人  

 

 

注   （１）申請者は太線内のみ記入。  

  （２）この障害者控除対象者認定書の有効期間は、認定の決定を行った日から 1

年間とする。  

（３）申請者は対象者の障害事由の変更・消滅が生じた場合、すみやかに認定

を受けた福祉事務所長にその旨を報告しなければならない。  



番号 申請日 申請者 対象者 住所 交付日

1
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障害者控除対象者認定書交付台帳



様式第５号  

 

 

 

障害者控除対象者非該当通知書 

 

 

高  第      号  

平成  年  月  日  

申請者  

 

様  

 

 

寒河江市福祉事務所長  

 

 

平成  年  月  日付で申請のあった障害者控除対象者認定に関しては、

次の理由により非該当になりましたので通知します。  

 

対 象 者  

住所   性  別  男 ・ 女  

氏名   生年月日  
明治・大正・昭和  

年    月    日  

 

非 該 当 に

な っ た 理

由  

所得税法施行令（昭和４０年政令第９６号）第１０条及び地方税法

施行令（昭和２５年政令第２４５号）第７条又は第７条の１５の７の

規定に定める障害者又は特別障害者に準ずるものと判断できないため  

 

 


